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序文

これは、 2000年 12 月 4 日 \sim 8 田こ、 数理解析研究所で開かれた短期
共同研究「概均質ベクトル空間の研究」 の報告集です.

当初、 講究録 924 に所収の、佐藤文広著「概均質ベクトル空間に関連す
る文献」 の改訂を企画しました. そのために筑 $\backslash o\acute{e}$大学数学研究科の方々の

尽シ力」で、 「概均質ベクトル空間こ関する文献表の改訂のためのホームペー
http: $//\mathrm{w}\mathrm{w}\mathrm{w}$ . math. tsukuba. $\mathrm{a}\mathrm{c}$ . $\mathrm{j}\mathrm{p}/\sim \mathrm{b}\mathrm{u}\mathrm{n}\mathrm{k}\mathrm{e}\mathrm{n}/$

を作成していただき、多くの方々から、文献についての情報をよせていた
だきました. しかし、 必要なときに常時アップデートを繰り返すほうが文
献表としてはより価値の高いものになると判断し、今回は文献表改訂版を
作成することは見送ることにしました. このホームページは、開いたまま
にしておきますので、今後とも、概均質ベクトル空間に関する文献につい
ての情報をお寄せいただき、利用していただきますようにお願いします.

最後ーになの作り成ま ‘した営、に $\mathrm{f}_{-,arrow\backslash }^{\overline{\mathrm{D}_{\mathrm{L}_{\backslash }}}}$

」期尽共力同 $\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{l}_{\simeq_{-}’}^{\mathscr{F}_{\mathrm{L}_{\backslash }}^{\mathrm{B}}}^{\mathrm{f}}\backslash$ いのた加筑者波に $/\overline{\mathrm{p}}\mathrm{X}\acute{\mathrm{t}}^{\backslash }\mp \mathrm{r}\grave{\mathrm{u}}\text{、}$ 数謝学研ます究科.$\underline{\backslash }$}
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